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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、６月調査分の日銀短観で大企業を中心に製造業・非製造業ともに

景況感が改善したことに表象されるように、加工組立産業の設備投資が活発化し、また円安による物価上昇の影響

はあったものの、旺盛なインバウンド効果が追い風となり消費も上向く傾向となりました。

当社が属する情報通信・エレクトロニクス業界におきましては、好調な企業業績を背景に、４Ｋ対応のネットワ

ークカメラやCMOSセンサー等、新技術・新製品開発投資が拡大するとともに、情報システムの更新需要も増加傾向

となりましたが、一方で円安の影響を受ける部品の増加やソフトウェア技術者不足による原価上昇も顕在化してま

いりました。

このような事業環境の中で当社は、通信ミドルウェア事業の単一セグメントでの事業形態として、この事業に経

営資源を集中的に投下して経営基盤の強化に努めております。その中でIPセキュリティ分野においては、社会情勢

を背景に監視カメラ／ネットワークカメラの需要がこれまで以上に高まっており、当社のミドルウェアを新たに採

用するお客様が増加傾向になるとともに、車載通信分野においてはEthernet AVB対応ミドルウェアの新製品の販売

を開始し、新しい車載ネットワークに向けた技術開発を加速させる等、販路の拡大と製品の拡充に力を注いでまい

りました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は、1億85百万円（前年同四半期比10.1％減少）となり、営業損失

は18百万円（前年同四半期は営業損失41百万円）、経常損失は18百万円（前年同四半期は経常損失41百万円）、四

半期純損失は19百万円（前年同四半期は四半期純損失41百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における総資産は、7億64百万円となり、前事業年度末に比べ99百万円減少いたしまし

た。これは主に、現金及び預金の増加43百万円、仕掛品の増加25百万円があったものの、受取手形及び売掛金の減

少1億70百万円等によるものであります。

負債の部は、1億87百万円となり、前事業年度末に比べ80百万円減少いたしました。これは主に、買掛金の減少

46百万円、賞与引当金の減少22百万円、未払法人税等の減少9百万円等によるものであります。

純資産の部は、5億77百万円となり、前事業年度末に比べ19百万円減少いたしました。これは、利益剰余金の減

少19百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

情報通信・エレクトロニクス業界の各社においては、「モノのインターネット」であるIoT（Internet of 

Things）の普及期を迎えようとしております。このIoTの本質は相互接続されるモノ（製品）とネットワークを新

たに構築していくことに他なりません。そのためIoTの進展に向けてはIPプロトコルに変換するゲートウェイ技術

をはじめとする「組込システム」が現在以上に重要な役割を担うことが予見できる状況にあります。

さらに当社が開発を推進してきたファクトリーオートメーションと監視カメラを連携させる技術は、食品加工や

機械加工の業界における生産ラインの安全性や信頼性を向上させたいという需要に適合する上、生産性改善への有

効性を示すことができるシステムとして商機が広がることが見込まれております。 

このような事業環境の中で当社は、「組込コア技術のリーディングカンパニー」としての地位を確固たるものに

すべく、通信ミドルウェア製品事業の強化に努めてまいります。

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月11日の決算短信にて開示しました予想から変更はあり

ません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 277,466 320,799 

受取手形及び売掛金 366,677 196,411 

有価証券 63,176 63,180 

商品及び製品 31,753 31,656 

仕掛品 1,947 27,412 

原材料 619 576 

前払費用 53,833 56,382 

その他 7,193 7,322 

貸倒引当金 △100 △100 

流動資産合計 802,568 703,641 

固定資産    

有形固定資産 16,124 16,735 

無形固定資産 25,034 24,802 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,631 4,631 

その他 17,442 16,755 

貸倒引当金 △1,850 △1,850 

投資その他の資産合計 20,223 19,536 

固定資産合計 61,382 61,074 

資産合計 863,951 764,715 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 71,390 24,543 

未払法人税等 12,499 2,872 

前受収益 65,653 66,360 

賞与引当金 45,621 22,992 

製品保証引当金 12,738 13,246 

その他 44,791 41,891 

流動負債合計 252,694 171,906 

固定負債    

長期前受収益 1,065 2,088 

退職給付引当金 2,998 2,998 

その他 10,699 10,279 

固定負債合計 14,762 15,366 

負債合計 267,457 187,273 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,202,036 1,202,036 

資本剰余金 81,886 81,886 

利益剰余金 △687,378 △706,430 

自己株式 △49 △49 

株主資本合計 596,493 577,442 

純資産合計 596,493 577,442 

負債純資産合計 863,951 764,715 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 ※ 206,341 ※ 185,591 

売上原価 103,408 76,562 

売上総利益 102,932 109,029 

販売費及び一般管理費 144,031 127,101 

営業損失（△） △41,098 △18,072 

営業外収益    

受取利息 12 6 

受取手数料 46 27 

貸倒引当金戻入額 140 － 

その他 2 0 

営業外収益合計 201 33 

営業外費用    

支払利息 18 22 

為替差損 361 25 

営業外費用合計 379 47 

経常損失（△） △41,277 △18,086 

特別利益    

役員退職慰労長期未払金債務免除益 1,029 － 

特別利益合計 1,029 － 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

特別損失合計 0 － 

税引前四半期純損失（△） △40,247 △18,086 

法人税、住民税及び事業税 984 984 

法人税等調整額 △201 △19 

法人税等合計 783 965 

四半期純損失（△） △41,030 △19,051 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

※ 売上高の季節的変動

当社の売上高は、通常の営業形態として、第２四半期会計期間及び第４四半期会計期間に完了する業務の割合

が多いため、四半期会計期間毎の売上高に季節的変動があります。
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